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補正予算を可決補正予算補正予算補正予算補正予算をを可決を可決可決可決補正予算を可決

補正予算を承認補正予算を承認
12月定例会

平成 23 年 2 月 1 日 第22 号 　②③

　平成 22 年 12 月定例会は 3 日に開会し、22
日に閉会しました。（会期 20 日間）
　本定例会では、2 億 2,000 万円を追加した
一般会計補正予算をはじめ、部課設置条例の改
正案など 15 件の議案が執行部から提出され、
慎重な審議を経て原案どおり可決しました。
補 正 の 概 要
　今回の補正予算は前年度事業費の精算確定に
伴う国、県負担金及び補助金の返還金の計上を
行ったほか、補助事業の内示等に伴う予算の調
整及びその後の事情により、補正の必要が生じ
た事業について予算措置したものです。

効
率
的
な

組
織
機
構
に
改
編

　
「
長
門
市
部
課
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

は
、
企
画
総
務
部
に
お
い

て
企
画
政
策
課
の
市
民
相
談

等
に
関
す
る
業
務
を
市
民
課

に
、
す
ぐ
や
る
係
の
業
務
を

総
務
課
に
、
行
政
改
革
推
進

に
関
す
る
業
務
を
秘
書
広
報

課
に
、
更
に
秘
書
広
報
課
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
関
す
る

業
務
を
企
画
政
策
課
に
、
電

算
推
進
に
関
す
る
業
務
を
総

務
課
に
所
管
替
え
し
て
各
種

施
策
を
よ
り
効
率
的
、
効
果

的
に
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　

市
民
福
祉
部
で
は
、
市
民

課
の
国
民
健
康
保
険
及
び
高

齢
者
医
療
に
関
す
る
業
務

と
、
高
齢
障
害
課
の
介
護
保

険
事
業
の
う
ち
介
護
保
険
料

の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
業
務

を
所
管
す
る
課
と
し
て
新
た

に
保
険
課
を
設
け
、
更
に
高

齢
障
害
課
と
地
域
福
祉
課
を

統
合
し
て
福
祉
課
と
す
る
こ

と
で
、
社
会
保
障
と
社
会
福

祉
を
区
分
し
、
保
険
料
の
徴

収
体
制
の
強
化
や
福
祉
事
務

所
の
業
務
を
明
確
に
す
る
た

め
の
条
例
改
正
で
す
。

新
た
に
﹁
ル
ネ
ッ

サ
な
が
と
﹂
の
管

理
者
を
指
定

　
「
な
が
と
総
合
体
育
館
の

指
定
管
理
者
の
指
定
」
は
、

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
が
県
施
設

の
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
と
市
施

設
の
体
育
館
が
一
体
と
な
っ

た
複
合
施
設
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
県
か
ら
指
定
管
理
者
の

指
定
に
係
る
業
務
を
本
市
が

引
き
受
け
て
、
10
月
上
旬
に

公
募
を
行
い
ま
し
た
。

　

応
募
し
た
団
体
は
財
団
法

人
長
門
市
文
化
振
興
財
団
の

み
で
あ
り
、
10
月
26
日
開
催

の
長
門
市
文
化
施
設
等
指
定

管
理
者
候
補
者
選
定
委
員
会

よ
り
「
本
財
団
を
指
定
す
る

こ
と
が
適
当
で
あ
る
」
と
の

判
断
を
受
け
て
、
県
に
報
告

し
た
と
こ
ろ
、
県
よ
り
「
承

認
す
る
」
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
な
が
と
総
合

市
役
所
の
組
織
が

変
わ
り
ま
す

ふるさと応援寄附推進事業

　１万円以上のふるさと応援寄附金をいただいた市
外居住者にお礼としてふるさと産品を送る事業

201万円

寄附のお礼 ( 長門の水産加工品 )

社会資本整備総合交付金事業

国の交付金事業として、市道参宮線及び市道深川中
学校西線改良舗装事業を追加計上。

7,700万円

改良が待たれる市道参宮線

生活保護費

　生活保護人数、世帯の増加や高齢化に伴う医
療扶助等の増加による扶助費の補正

6,051万円

後期高齢者医療広域連合負担金

　平成 21 年度の後期高齢者医療費が大幅に増
加したことによる精算に伴う追加負担金

6,532万円

主な議案
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閉園となる大浦保育園の園児たち

体
育
館
の
指
定
管
理
者
を
財

団
法
人
長
門
市
文
化
振
興
財

団
に
指
定
す
る
こ
と
と
し
、

指
定
期
間
は
芸
術
文
化
ホ
ー

ル
に
合
わ
せ
て
5
年
間
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
間
の
ル

ネ
ッ
サ
な
が
と
指
定
管
理
料

は
、
4
億
176
万
円
で
、
補
正

予
算
に
債
務
負
担
行
為
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

大
浦
保
育
園

今
年
度
末
で
閉
園

　
「
長
門
市
立
保
育
園
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

は
、
平
成
23
年
3
月
31
日
を

も
っ
て
大
浦
保
育
園
を
閉
園

し
て
、
久
津
保
育
園
を
向
津

具
保
育
園
に
名
称
を
変
更
す

る
た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

ルネッサながと

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
の

文
化
事
業
は
大
丈
夫
？

　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
の
指
定
管
理
料

が
減
額
と
な
っ
た
理
由
は
。

　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
5
年
間
、
平
成
18
年
度
と
同
額

の
指
定
管
理
料
を
支
出
し
て
い
た
が
、
市

財
政
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
減
額
す
る
方

向
で
見
直
し
た
。

　

今
回
減
額
し
た
指
定
管
理
料
の
算

出
根
拠
は
。

　

人
件
費
が
約
25
％
減
、
維
持
管
理

の
保
守
点
検
料
が
約
15
％
減
、
そ
の

他
の
維
持
管
理
経
費
が
約
30
％
減
と
し
て

積
算
し
て
い
る
が
、
文
化
事
業
費
の
う
ち
、

人
件
費
以
外
は
文
化
事
業
の
水
準
を
維
持

す
る
観
点
か
ら
こ
れ
ま
で
の
平
均
額
で
積

算
し
て
い
る
。

　

指
定
管
理
料
を
減
額
し
て
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
の
文
化
事
業
が
で
き
る

の
か
。

　

人
件
費
を
除
く
文
化
事
業
経
費
に

つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
に
設
定
し

た
う
え
で
、
公
募
し
て
い
る
が
、
指
定
管

理
者
と
基
本
協
定
を
締
結
す
る
際
に
再
度

協
議
し
、
更
な
る
内
容
の
充
実
に
努
め
る
。

保
険
課
の
設
置
目
的
は
？

　

保
険
課
の
設
置
に
よ
っ
て
、
保
険

料
の
徴
収
強
化
を
図
る
と
し
て
い
る

が
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
点
が
改
善
さ
れ

る
の
か
。

　

滞
納
者
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
を
し
っ

か
り
聞
い
て
、
き
め
細
か
な
納
付
相

談
、
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
悪
質
滞
納

者
に
つ
い
て
は
、
差
し
押
さ
え
等
も
積
極

的
に
実
施
し
、
効
率
的
、
効
果
的
な
滞
納

整
理
を
強
力
に
推
進
す
る
体
制
が
整
え
ら

れ
る
。

問答問答問答

問答

議
案
に
対
す
る
質
疑
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委員会議案審査

経済建設常任委員会経済建設常任委員会

美祢線の復旧の
見通しは

美祢線の復旧の
見通しは

美祢線の復旧の
見通しは

美祢線の復旧の
見通しは

ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ
の

　

  

番
組
制
作
委
託
は

ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ
の

　

  

番
組
制
作
委
託
は

ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ
の

　

  

番
組
制
作
委
託
は

ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ
の

　

  

番
組
制
作
委
託
は

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

平成 23 年 2 月 1 日 第22 号 　

　

Ｊ
Ｒ
美
祢
線
の
ダ
イ

ヤ
改
正
に
つ
い
て
、
以

前
よ
り
、
高
校
生
の
通
学
に

支
障
が
あ
る
と
の
声
が
あ
る

が
、
ダ
イ
ヤ
改
正
の
要
望
を

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

美
祢
線
だ
け
で
な
く
、

山
陰
線
で
も
同
じ
よ
う

な
問
題
が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
に
対

し
て
ダ
イ
ヤ
改
正
の
お
願
い

を
再
三
申
し
入
れ
し
て
い
る
。

今
後
、
美
祢
線
の
復
旧
に
合

わ
せ
改
め
て
要
望
す
る
。

　

観
光
基
本
計
画
の
策

定
事
業
に
、
職
員
の
旅

費
が
新
た
に
65
万
円
増
額
さ

れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　

観
光
基
本
計
画
を
着

実
に
推
進
し
て
い
く
た

め
に
、
他
の
地
域
に
お
も
む

い
て
更
な
る
情
報
収
集
等
を

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

深
川
小
中
学
校
の
道

路
改
良
に
つ
い
て
、
校

舎
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
の
間
の

道
路
が
以
前
よ
り
問
題
と

な
っ
て
い
た
が
ど
う
な
っ
た

の
か
。

　

深
川
小
学
校
の
改
築

検
討
委
員
会
で
随
分
議

論
さ
れ
た
が
、
最
終
的
に
は
、

④⑤

　12月定例会に提出された一般会計補正予算などの議

案は本会議の質疑を経て、所管の各常任委員会に付託し

慎重に審査します。

　主な質疑は以下の通りです。

　

Ｊ
Ｒ
美
祢
線
復
旧
の

見
通
し
は
い
つ
頃
か
。

　

事
務
レ
ベ
ル
で
の
協

議
で
は
、
来
年
の
国
体

ま
で
に
は
復
旧
で
き
る
と
の

見
通
し
で
あ
る
。

　

Ｊ
Ｒ
美
祢
線
の
利
用

促
進
が
課
題
に
な
る
と

思
う
が
対
策
は
。

　

美
祢
線
の
利
用
促
進

策
と
し
て
、
今
年
度
は

絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
う
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

問 答

答問答

　

ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ
の

番
組
制
作
委
託
料
125
万

６
千
円
の
内
容
は
。

　

平
成
23
年
4
月
か
ら

ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ
の
番
組

制
作
と
管
理
業
務
の
一
部
を

民
間
業
者
に
ス
ム
ー
ズ
に
移

行
さ
せ
る
た
め
、
平
成
23
年

1
月
か
ら
3
月
ま
で
の
3
个

月
間
で
番
組
制
作
60
日
、
管

理
業
務
40
日
程
度
の
業
務

を
委
託
す
る
。

　

滞
納
に
つ
い
て
、
ど

の
く
ら
い
の
差
し
押
さ

え
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の

か
。　

平
成
21
年
度
で
の

差
し
押
さ
え
件
数
は

延
べ
92
件
で
、
主
な
も
の

は
、
不
動
産
の
差
し
押
さ

え
が
8
件
、
預
貯
金
が
13

件
、
生
命
保
険
が
34
件
と

な
っ
て
い
る
。

問問 答

　

課
の
名
前
が
た
び
た

び
変
る
と
市
民
が
混
乱

し
な
い
か
。

　

市
の
広
報
等
で
十
分

に
知
ら
せ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
市
役
所
の
出
入
口

等
に
案
内
板
や
表
示
板
を

設
置
す
る
な
ど
し
て
、
来

庁
さ
れ
た
市
民
に
分
か
り

や
す
い
よ
う
に
対
応
す
る
。

　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
を

経
費
節
減
と
い
う
面
か

ら
見
た
と
き
、
休
館
日
を

設
け
て
は
ど
う
か
。

　

今
後
5
年
間
の
指

定
管
理
期
間
は
、
こ
の

ま
ま
で
や
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
状
況
を
踏
ま
え
て
次

の
指
定
管
理
期
間
の
段
階

で
検
討
し
た
い
。

　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
で

は
、
23
年
度
、
歌
舞
伎

公
演
が
計
画
さ
れ
て
い
な

い
と
聞
く
が
ど
う
か
。

　

確
か
に
今
の
計
画
書

に
は
な
い
。
財
団
と
協

定
協
議
の
中
で
検
討
し
た

い
が
、
確
約
は
で
き
な
い
。

答

問

答 問

問 答答

問答

問問答

ルネッサながとで公演された歌舞伎
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従
来
通
り
横
断
歩
道
で
行
き

来
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

大
泊
の
下
水
道
の
圧

送
管
漏
水
事
故
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

す
る
の
か
。

　

ま
た
、
漏
水
の
原
因
が
塩

害
と
も
考
え
ら
れ
る
が
ど
う

か
。　

現
在
、
応
急
対
応
し

て
い
る
が
、
早
急
に
布

設
替
え
が
必
要
で
あ
り
、
予

算
措
置
を
し
た
い
。

④⑤

答 問

　認知症高齢者グループホームの火災通報設備整
備の内容はどのようなものか。

　平成 18 年に長崎の認知症グループホームの火
災があり、そのことを受け 19 年に消防法が改正
された。その中で、自動火災報知機の設備と火災
通報装置が義務付けされたが、市内では、一施設
が未整備となっているためその整備を図る。

　生活保護の実態はどうなっているのか。

　前年度より、保護人員、世帯数とも大幅に増加
している。また、高額な医療が伴う手術や入院経
費も増大している。

　予防接種事業の概要は。

　予防接種を受けるのための講演会や啓発活動を
する。また、予防接種委託として 363 万９千円を
医師会にお願いすることにしている。

　他市では、予防接種事業で色々工夫を凝らした
啓発活動をしているが本市ではどう取り組むのか。

　ヒブワクチン、肺炎球菌ワクチンについては、
O 歳から４歳までの子どもとその保護者が対象に
なるが、「元気通信」やホームページ、広報など
で知らせている。
　また、子宮頸がんワクチンについては、中学生
などが対象となるため、学校を通じて生徒や保護

問

答

運行休止中の美祢線

　

ま
た
、
圧
送
管
に
つ
い
て

は
、
布
設
替
え
の
時
に
塩
害

対
策
を
講
じ
た
い
。

　

海
岸
沿
い
に
あ
る
下

水
管
の
点
検
は
ど
う
し

て
い
る
の
か
。

　

通
常
は
、
目
視
点
検

で
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
維
持
管
理
に
つ
い

て
は
、
各
施
設
の
耐
用
年
数

を
考
慮
し
な
が
ら
万
全
を
期

し
た
い
と
思
う
。

問答

者に説明をし、さらに婦人科の先生にも話しをし
てもらうことになっている。

　予防接種による医療事故の賠償問題はどのよう
になっているのか。

　全国市長会が取り扱っている予防接種被害の賠
償保険があり、それに加入するための準備を進め
ている。

　新しい学校給食センターの給食についてアン
ケートをする必要があると思うがどうか。

　今のところアンケートを実施する予定はない。

問

答

ワクチン接種啓発パンフレット

答

答

答

問

答

問

問

問
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一
般
質
問

⑥⑦

　

資
源
ご
み
の
古
紙
、
金
属
類
、

空
き
缶
な
ど
に
つ
い
て
は
、
他

市
で
は
市
が
処
分
し
て
、
市
の
収
入
に

な
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
本
市
で
も
取

り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

ごみ出しをするお年寄り ( 俵山地区 )

問
　

高
齢
者
や
障
害
者
世
帯
に
お

け
る
家
庭
ご
み
の
集
積
場
所
ま

で
の
搬
出
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
の

生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
等
が
あ
る
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
住
民
参

加
型
有
償
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
家
事
援
助
等
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
で
住
民
が
十
分
満

足
を
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
か
。

問
　

他
市
の
情
報
等
も
収
集
し
、
皆

さ
ん
に
満
足
の
い
く
よ
う
な
対
策

を
考
え
て
い
く
。

答 高
齢
者
の
ご
み
出
し

　
　
　

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

先野　正宏議員

調
査
を
し
て
対
策
を
考
え
る

そ
の
他
の
質
問

　

滞
納
者
が
固
定
化
し
て
い
る

現
状
、
関
係
部
門
を
集
約
一
本

化
し
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

一
本
化
し
た
こ
と
に
よ
り
収
納

率
が
か
え
っ
て
下
が
っ
た
市
町
村

も
あ
る
。
も
う
少
し
研
究
し
て
み
た
い
。

滞納により差し押さえられた車両のレッカー移動

答 問
　

国
保
料
等
の
収
納
状
況
は
、

13
市
の
中
で
も
常
に
最
低
水
準

に
あ
る
。
徴
収
体
制
の
改
善
が
必
要
で

は
な
い
か
。

問
　

徴
収
体
制
に
つ
い
て
は
、
今
議

会
で
も
提
案
し
て
い
る
が
、
各
保

険
料
の
賦
課
徴
収
を
行
う
た
め
に
保
険
課

を
新
設
し
、
徴
収
体
制
の
強
化
を
図
る
。

答 収
納
率
の
向
上
を
図
る
べ
き

長尾　　実議員

保
険
課
で
徴
収
体
制
の
強
化
を
図
る

そ
の
他
の
質
問

　

子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・
小
児

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
全
額
助

成
は
考
え
て
い
る
か
。

問
　

従
来
市
が
想
定
し
て
い
た
半
額

負
担
と
、
国
の
予
算
の
抱
き
合
わ

せ
で
全
額
助
成
を
予
定
し
て
い
る
。

答

　

教
育
現
場
の
ト
ッ
プ
が
飲
酒

運
転
で
懲
戒
免
職
と
な
っ
た
。

こ
の
不
祥
事
が
各
方
面
に
計
り
知
れ
な

問

　

学
校
教
育
に
与
え
た
影
響
は
計

り
知
れ
ず
、
今
後
は
、
再
発
防
止

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

答

　

現
状
を
十
分
に
精
査
し
、
現
行

の
取
り
扱
い
の
改
善
を
探
っ
て
い

き
た
い
。
空
き
缶
に
つ
い
て
は
、
関
係
者

と
協
議
し
、
早
急
に
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

答

い
影
響
を
も
た
ら
し
た
と
思
う
が
、
市

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
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一
般
質
問

　

施
設
が
出
来
る
と
、
周
辺
の

小
売
店
や
同
じ
よ
う
な
施
設
、

朝
市
な
ど
に
影
響
が
出
る
の
で
は
な
い

か
。

　

こ
の
施
設
は
、
観
光
客
を
含
め

色
々
な
人
が
利
用
し
波
及
効
果
を

狙
っ
た
も
の
。
地
元
の
小
売
店
や
同
様
の

施
設
、
ま
た
、
朝
市
と
は
競
合
し
な
い
と

考
え
て
い
る
。

答 問
　
「
道
の
駅
」
の
機
能
を
兼
ね
備

え
た
農
産
物
直
販
所
の
構
想
と

は
ど
の
よ
う
な
施
設
か
。

問
　

農
産
物
を
中
心
に
水
産
物
、
加

工
品
な
ど
の
販
売
、
ま
た
観
光
、

地
域
活
動
の
情
報
な
ど
、
長
門
市
の
人
が

参
加
で
き
る
複
合
施
設
と
な
る
。

答 農
産
物
直
売
所
が
与
え
る
影
響
は

大草　博輝議員

直
売
所
と
小
売
店
は
共
存
で
き
る

⑥⑦

　

全
国
に
は
、「
道
の
駅
」
が
952

カ
所
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
３

セ
ク
か
指
定
管
理
で
運
営
し
、
そ
の
実

態
は
、
8
割
か
ら
9
割
が
赤
字
運
営
だ

　
「
道
の
駅
」
に
は
、
農
産
物
を
中

心
と
し
た
販
売
所
な
ど
色
々
な
形

態
の
施
設
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の「
道
の
駅
」

の
売
上
げ
は
把
握
し
て
い
る
が
、
そ
の
収

支
の
状
況
ま
で
は
つ
か
め
な
い
。

答

問

市内にある百円市

　

下
水
道
料
金
の
改
定
の
時
に
、

下
水
道
負
担
金
の
改
定
も
併
せ

て
行
う
の
か
。

　

負
担
金
の
統
一
は
、
今
後
の
検

討
課
題
だ
と
思
っ
て
い
る
。

長州ながと和牛でブランド化

答 問

　

長
門
市
の
畜
産
業
を
代
表
す

る
鶏
と
和
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

向
け
、
鶏
に
は
長
州
黒
か
し
わ
、
牛
に

は
こ
の
度
な
が
と
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で

ネ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ
た
長
州
な
が
と
和
牛

が
で
き
た
が
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
ブ
ラ

ン
ド
化
事
業
を
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る

の
か
。

問
　

長
州
黒
か
し
わ
に
つ
い
て
は
、

市
と
し
て
も
積
極
的
に
支
援
し
て

い
き
た
い
。

　

ま
た
、
長
州
な
が
と
和
牛
に
つ
い
て
は
、

地
産
地
消
の
推
進
と
あ
わ
せ
、
ブ
ラ
ン
ド

名
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

答 畜
産
業
の
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
を

し
っ
か
り
取
り
組
む
べ
き

岡﨑　　巧議員

ブ
ラ
ン
ド
名
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く

そ
の
他
の
質
問

　
「
ご
っ
ぽ
う
ま
い
・
Ｉ
Ｎ
な
が

と
」
の
よ
う
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
を

つ
け
て
、
産
業
祭
を
や
っ
て
は
ど
う
か
。

問
　

黒
か
し
わ
も
和
牛
も
含
め
た
祭

典
、
イ
ベ
ン
ト
を
大
々
的
に
や
ろ

う
と
思
っ
て
い
る
。

答

と
言
わ
れ
て
い
る
。
経
営
実
態
を
調
べ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
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一
般
質
問

⑧⑨

　

油
谷
、
妙
見
山
展
望
公
園
の

維
持
管
理
（
草
刈
等
）
が
不
十

分
と
感
じ
ら
れ
る
が
、
ど
こ
が
ど
の
よ

う
に
管
理
し
て
い
る
の
か
。

　

公
園
の
侵
入
道
路
に
関
し
て
は

年
一
回
の
草
刈
、
公
園
の
施
設
内

に
つ
い
て
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

通
年
の
お
願
い
を
し
て
い
る
。
観
光
地
で

あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
適
切
な
草
刈
の

時
期
等
、
今
後
検
討
指
示
し
て
い
き
た
い
。

雑草が茂る妙見山展望公園

答 問
　

来
年
、
山
口
国
体
が
開
催
さ

れ
る
が
、
市
道
及
び
会
場
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
の
整
備
は
重
要
で
あ
る
。

今
後
ど
の
よ
う
に
整
備
対
応
す
る
の
か
。

問
　

国
体
会
場
、
本
市
観
光
地
ま
で

の
市
道
整
備
は
、
優
先
的
に
進
め

て
き
た
が
、
今
後
も
改
良
整
備
に
取
り
組

み
、
開
催
前
に
は
路
肩
の
草
刈
り
等
に
も

対
応
し
て
い
き
た
い
。

答 妙
見
山
展
望
公
園
の

　
　
　
　

維
持
管
理
は
十
分
か

岡野　正基議員

草
刈
り
の
時
期
を
検
討
し
た
い

　

た
め
池
100
選
に
選
ば
れ
た
後

畑
深
田
た
め
池
を
観
光
地
と
し

て
ど
う
考
え
る
の
か
。

　

後
畑
地
区
は
日
本
の
原
風
景
が

残
る
場
所
と
し
て
「
里
」
の
や
さ

し
さ
の
シ
ナ
リ
オ
化
を
図
り
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
。

答 問

そ
の
他
の
質
問

　

他
の
自
治
体
で
は
、
下
水
道

事
業
の
経
営
難
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
本
市
の
下
水
道
事
業
の
経

営
状
況
は
ど
う
な
の
か
。

　

下
水
道
事
業
は
、
地
方
財
政
上
独

立
採
算
制
が
原
則
で
あ
る
が
、
本
市

に
お
い
て
も
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
よ

り
収
支
の
均
衡
が
図
ら
れ
て
い
る
。
今
後
更

に
施
設
管
理
を
見
直
し
、
経
費
節
減
、
使
用

料
改
定
等
を
重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、

健
全
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答

問
　

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
高

齢
者
虐
待
に
つ
い
て
、
本
市
の

現
状
を
尋
ね
る
。

問
　

平
成
18
年
に
施
行
さ
れ
た
法
律
以

後
、
相
談
窓
口
を
開
設
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
25
件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

答 高
齢
者
虐
待
に
ど
う
取
り
組
む

阿波　昌子議員

窓
口
を
開
設
し
対
応
し
て
い
る

そ
の
他
の
質
問

高齢者に関する相談窓口

　

虐
待
の
実
態
把
握
と
防
止
策

は
。

問
　

施
行
さ
れ
た
法
律
で
は
、
発
見

し
た
場
合
の
通
報
義
務
や
行
政
の

責
務
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
相
談
が
あ
っ

た
場
合
は
、
事
実
確
認
、
調
査
を
お
こ
な

い
必
要
に
応
じ
て
高
齢
者
の
保
護
、
介
護

者
の
支
援
対
策
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

答
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一
般
質
問

⑧⑨

　

ま
ん
じ
ゅ
う
、
お
菓
子
等
の

土
産
品
、
は
し
袋
、
包
装
紙
等

に
み
す
ゞ
さ
ん
の
名
前
や
詩
を
使
う
こ

と
へ
の
規
制
は
あ
る
の
か
、
市
と
し
て

の
公
式
見
解
を
問
う
。

　

規
制
す
る
も
の
は
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
た
だ
し
、
み
す
ゞ
の
著

作
権
の
保
存
会
と
調
整
を
し
な
が
ら
、
長

門
市
の
仙
崎
ら
し
い
土
産
品
を
開
発
し
て

い
く
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。

答

問
　
「
み
す
ゞ
回
廊
構
想
」
を
１
日

で
も
早
く
実
現
す
る
こ
と
は
、

低
迷
す
る
長
門
市
観
光
の
振
興
に
大
き

く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
冷
え
切
っ

て
い
る
長
門
市
経
済
に
も
一
筋
の
光
を

差
し
込
め
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る

の
か
。

問
　
「
み
す
ゞ
回
廊
構
想
」
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
財
政
上
の
理
由
か

ら
記
念
館
に
関
連
す
る
施
設
等
の
地
域
連

携
整
備
事
業
は
進
ん
で
い
な
い
。

　

し
か
し
、
地
元
を
中
心
に
強
い
要
望
が

あ
れ
ば
、
観
光
振
興
の
観
点
か
ら
も
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

答 「
み
す
ゞ
回
廊
構
想
」
を

地
域
活
性
化
に
生
か
せ

三輪　　徹議員

観
光
振
興
の
観
点
で
取
り
組
ん
で
い
く

職員数が減った支所の窓口

　

議
員
定
数
の
削
減
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
。

問
　

市
議
会
で
決
め
る
も
の
だ
と

思
っ
て
い
る
。

答

財
政
健
全
化
に
ど
う
取
り
組
む

大下　和政議員

歳
入
の
確
保
と
歳
出
の
抑
制
に
努
め
る

※
「
み
す
ゞ
回
廊
構
想
」
と
は

　
「
金
子
み
す
ゞ
記
念
館
」
を
金
子
み
す
ゞ
の
世

界
の
観
賞
や
発
見
へ
の
手
助
け
を
す
る
中
核
施

設
と
捉
え
、
周
辺
に
第
２
、
第
３
の
関
連
資
料

館
を
整
備
し
た
り
、
み
す
ゞ
通
り
を
中
心
に
街

並
み
を
整
備
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仙
崎
一
帯

を
散
策
で
き
る
よ
う
回
遊
性
を
持
た
せ
、
町
全

体
を
金
子
み
す
ゞ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
し
よ
う

と
す
る
構
想
の
こ
と
。

　

財
政
健
全
化
に
向
け
て
様
々

な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ

れ
た
の
か
。

問
　

歳
入
の
確
保
策
に
つ
い
て
は
市
税

等
の
収
納
対
策
と
し
て
10
月
よ
り
コ

ン
ビ
ニ
収
納
を
開
始
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
職
員
数
の
削
減
に
よ
り

人
件
費
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
民
間
が
お

こ
な
っ
た
方
が
効
率
的
な
も
の
は
民
間
委
託

の
検
討
を
し
て
い
る
。

　

今
後
の
問
題
点
は
将
来
を
見
据
え
た
財
政

運
営
と
実
質
公
債
費
比
率
の
抑
制
で
あ
る
。

答
　

具
体
的
に
ど
の
事
業
で
ど
の

く
ら
い
節
減
で
き
た
か
。

問
　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
の
指
定
管
理

料
は
5
年
間
で
1
億
７
千
500
万
円

縮
減
し
た
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
で
は

来
年
4
月
よ
り
番
組
制
作
及
び
管
理
業
務

の
一
部
を
民
間
委
託
す
る
予
定
で
あ
り
、

経
費
の
節
減
に
努
め
て
い
る
。

答

金子みすゞ記念館

そ
の
他
の
質
問
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一
般
質
問

⑩⑪

　

借
入
金
を
減
す
た
め
に
今
の

減
価
償
却
費
の
枠
内
に
収
め
る

よ
う
な
経
営
が
で
き
な
い
か
。

　

減
価
償
却
費
な
ど
自
己
資
金
の

範
囲
の
中
で
更
新
計
画
な
り
、
建

設
改
良
が
や
っ
て
い
け
れ
ば
一
番
良
い
。

そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い
る
。

湯本新配水池築造工事

答 問

　

人
口
減
少
の
中
で
安
定
し
た

水
道
事
業
経
営
を
は
か
れ
。

問
　

産
業
振
興
に
よ
る
地
域
活
性
化

を
仕
掛
け
て
お
り
、
今
後
、
水
の

需
要
も
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
、
今
後
と

も
安
定
し
た
水
道
事
業
経
営
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

答

水
道
企
業
は

　
　

経
営
努
力
を
さ
れ
た
の
か

三村　健治議員

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
る

　

維
持
管
理
費
等
事
務
的
経
費
も

削
減
し
た
。
ま
た
企
業
債
の
繰
り

上
げ
償
還
も
実
施
し
た
。

　

企
業
債
の
支
払
い
利
息
や
減
価
償
却
費

で
給
水
原
価
が
急
激
に
上
が
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
計
画
的
な
改
良
を
実
施
す
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答
　

水
道
料
金
改
定
に
よ
り
給
水

原
価
は
1
㎥
当
り
133
円
と
し
て

市
民
に
同
意
を
得
て
値
上
し
た
が
、
平

成
17
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
間
に
給

水
原
価
が
1
㎥
当
り
12
円
ほ
ど
上
昇
し

て
い
る
。
原
価
を
下
げ
る
こ
と
が
課
題

で
は
な
い
か
。

問

　

農
業
活
性
化
の
中
に
、
農
産

物
直
売
所
計
画
が
あ
る
が
、
23

年
度
、
具
体
的
な
取
り
組
み
は
何
か
。

　

23
年
度
以
降
は
、
実
証
実
験
店

舗
を
設
置
し
、
生
産
体
制
や
集
出

荷
体
制
を
検
証
す
る
こ
と
に
な
る
。

観光戦略会議の審議風景

答 問 産
業
振
興
を
ど
う
図
る

山根　勇治議員

三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
着
実
に
進
め
て
い
く

　

三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
迅
速

に
取
り
組
む
た
め
、
農
林
課
と
商

工
水
産
課
に
そ
れ
ぞ
れ
流
通
企
画
室
を
新

設
し
た
。
ま
た
具
現
化
に
向
け
、
関
係
団

体
や
学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
し
た
策
定

委
員
会
で
協
議
し
て
い
る
。

答

　

観
光
基
本
計
画
の
中
で
、
観

光
協
会
の
法
人
化
が
さ
れ
る
と

あ
る
が
、
観
光
協
会
の
役
割
は
な
に
か
。

問
　

旅
行
会
社
へ
の
働
き
か
け
な
ど

行
政
で
は
出
来
な
い
こ
と
を
お
願

い
し
た
い
。

答

　

大
変
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、

長
門
市
の
経
済
体
制
立
て
直
し

の
た
め
、
農
業
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

水
産
業
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
観
光

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る

が
、
全
般
的
に
産
業
振
興
を
ど
う
図
る

の
か
。

問

そ
の
他
の
質
問
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一
般
質
問

⑩⑪

７月 24 日から完全地上デジタル化へ

　

総
務
省
は
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
放
送
事
業
所
等
に
対
し
、「
デ

ジ
ア
ナ
変
換
の
暫
定
的
導
入
の
積
極
的

な
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
」
と
い
う
要

請
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ア
ナ
ロ
グ

放
送
終
了
後
も
、
平
成
27
年
3
月
ま
で

の
間
、
引
き
続
き
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で

視
聴
が
で
き
る
と
い
う
内
容
だ
が
、
デ

ジ
ア
ナ
変
換
に
対
応
す
る
の
か
。

問
　

デ
ジ
タ
ル
化
の
普
及
を
図
る
こ

と
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
今
は
デ
ジ
ア
ナ
変
換
に
つ
い
て

は
考
え
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
か

ら
協
議
を
す
る
中
で
、
地
域
経
済
の
状
況

な
ど
を
総
合
的
に
考
え
て
判
断
し
た
い
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
早
急
に
結
論
を
出
す
。

答

　

医
療
機
関
と
さ
ら
な
る
連
携
を

強
化
し
、
救
急
業
務
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。

答

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

　
　

デ
ジ
ア
ナ
変
換
へ
の
対
応
は

林　　哲也議員

総
合
的
に
考
え
て
判
断
す
る

　

医
療
機
関
へ
の
搬
送
時
間
短

縮
な
ど
救
急
体
制
の
向
上
を
求

め
る
。
問 そ

の
他
の
質
問

　

保
育
所
等
の
課
題
と
今
後
の

運
営
方
針
を
問
う
。

問
　

定
員
割
れ
等
も
あ
る
が
、
保
護

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
運
営
に

努
め
て
い
く
。

答

平成 23 年度当初予算の査定風景

　

現
在
、
第
二
次
長
門
市
経
営

改
革
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
、
行
財

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
財
政

健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

問
　

懇
話
会
の
提
言
書
を
踏
ま
え
、

現
在
「
刷
新
」
を
理
念
に
掲
げ
改

革
に
努
め
て
い
る
。
歳
出
見
直
し
に
お
い

て
は
総
人
件
費
の
抑
制
、
事
業
コ
ス
ト
、

補
助
金
の
見
直
し
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、

徴
収
率
向
上
は
勿
論
、
既
成
概
念
に
縛
ら

れ
ず
民
間
的
発
想
を
取
り
入
れ
歳
入
の
確

保
に
努
め
て
い
く
。

答
　

現
段
階
で
は
、
必
要
性
は
な
い

と
考
え
る
。
職
員
の
お
こ
な
う
行

政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
い
。

答 財
政
健
全
化
の
具
体
策
は

重村　法弘議員

さ
ら
な
る
、
歳
出
の
見
直
し
を
図
る

　

事
業
仕
分
け
的
作
業
の
必
要

性
は
考
え
て
い
る
の
か
。

問

に
な
る
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
構
築
し

て
い
く
の
か
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
方
行
政
運
営
は

市
民
の
参
加
、
協
力
な
し
に
は
生

き
抜
く
事
は
で
き
な
い
。

　

市
民
協
働
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
執
行

部
の
本
気
度
、
必
要
性
を
示
し
て
い
く
。

答

　

組
織
体
制
改
革
の
上
で
、
市

民
参
加
（
市
民
協
働
）
が
必
要

問
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平成21年度平成21年度

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

第３回第３回

平成 23 年 2 月 1 日 第22 号 　⑫

「決算」は自治体の「健康診断書」
①平成 21 年度は国の緊急経済対策等もあり、ある程度恵まれた財政環境であったと言えますが、一般会

計での自主財源は３割弱にとどまり、7 割は依存財源が占めるという厳しい財政状況が続いています。
②一般会計の実質収支は約 3 億 2,000 万円の黒字となっています。
③特別会計を含む借金総額（起債残高）は約 18 億円減少して約 380 億円となっています。
④特別会計を含む基金残高は約 3 億 4,000 万円増加して約 20 億円を保有しています。
　標準財政規模に対する基金残高の割合は 15.5％で、県内 13 市中少ないほうから 2 番目となっています。
⑤市税徴収率は 86.88％で県下最低となっており、市税・保険料・使用料等 ( 諸収入の未収金を除く ) の

滞納総額は約 11 億 1,200 万円にのぼります。

平成21年度主な歳出(事業別)

①公立保育園運営事業費 6億3,049万円

②生活保護事業費 4億9,080万円

③給食センター建設事業費 4億7,335万円

④福祉医療事業費 3億1,148万円

⑤中間山地等直接支払交付金 2億5,283万円

⑥ケーブルテレビ運営事業費 2億4,469万円

⑦児童手当給付事業費 2億2,330万円

平成21年度主な歳出(性質別)

義務的経費（人件費・扶助費・公債費） 50.9％

その他の経費（物件費・維持補修費等） 34.2％

投資的経費（普通建設事業費等） 14.9％

　10 月 7 日、第３回臨時会が開催さ
れ、9 月定例会最終日（9 月 24 日）
に提案された「平成 21 年度一般会計
決算（約 209 億円）」をはじめ、9 件
の特別会計決算（約 114 億円）を賛

新給食センターの調理現場

成多数で認定しました。
　決算審査は、「その年度の自治体の
行財政運営の状況を点検・判断し、次
年度に生かす」ために、とても重要な
ものです。
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おじゃましますおじゃまします
～意見交換会報告～

委 員 会 が委 員 会 が委 員 会 が委 員 会 が

平成 23 年 2 月 1 日　第22 号 ⑬

発
達
障
害
を
考
え
る
会
﹁
ブ
ル
�
ス
タ
�
﹂
の
皆
さ
ん
と

　

11
月
４
日
、
文
教
厚
生
委
員
会
は
「
ブ
ル
ー
ス
タ
ー
」
の

皆
さ
ん
7
人
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
会
は
今
年

で
7
年
目
を
迎
え
、
北
浦
地
区
を
拠
点
と
し
て
発
達
障
害
児
・

者
と
そ
の
ご
家
族
へ
の
支
援
と
社
会
啓
発
活
動
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
さ
ん
や
、
そ
の
ご
家
族
の
悩
み
や
不
安
は
決
し
て

軽
い
も
の
で
は
な
く
、
文
教
厚
生
委
員
会
も
不
勉
強
を
恥
じ

つ
つ
、
今
後
の
取
り
組
み
へ
の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

各
小
・
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
皆
さ
ん
と

　

11
月
18
・
19
日
に
は
新
設
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
関
し

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ご
意
見
は
予
想
し

て
い
た
と
は
い
え
、
か
な
り
手
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
文
教

厚
生
委
員
会
と
し
て
改
善
に
む
け
て
の
取
り
組
み
の
必
要
性

を
痛
感
し
ま
し
た
。

　長門市議会では議会改革の一環として
各常任委員会 ( 総務・文教厚生・経済建設 )
の政策課題を中心に、各種団体や市民の
方々と率直な「意見交換会」を行なってい
ます。

ブルースターとの意見交換

　

平
成
21
年
度
決
算

に
つ
い
て
、
い
か
な
る

行
政
的
か
つ
経
済
的
効
果
を

も
た
ら
し
た
か
。

　

市
政
の
刷
新
と
し
て
、

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
、

産
業
振
興
に
よ
る
地
域
活
性

化
、
行
政
経
営
会
議
の
設
置

の
三
本
柱
で
取
り
組
ん
で
き

た
。
こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
り

行
財
政
及
び
地
域
経
済
へ
の

効
果
は
十
分
あ
っ
た
と
認
識

し
て
い
る
。

　

臨
時
職
員
の
採
用
方

法
は
。

　

広
報
22
年
3
月
号

で
4
月
以
降
の
採
用
に

つ
い
て
募
集
し
た
。
来
年
度

も
同
様
に
し
た
い
。

　

市
税
等
の
徴
収
率
が

悪
化
し
た
主
な
要
因
は
。

　

固
定
資
産
税
の
徴
収

率
の
低
下
で
あ
る
。
景

気
悪
化
に
よ
り
観
光
業
界
等

で
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い

て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い

る
。　

市
税
の
未
納
者
数
と

そ
の
対
応
は
。

　

未
納
者
数
約
２
千
200

人
に
対
し
、
徴
収
対
策

室
７
人
体
制
で
、
毎
日
臨
戸

徴
収
、
月
末
に
は
夜
間
徴
収

も
行
っ
て
い
る
。
悪
質
な
も

の
は
、
財
産
調
査
を
し
、
預

貯
金
、
生
命
保
険
等
が
あ
れ

ば
差
し
押
さ
え
を
行
っ
て
い

る
。　

不
能
欠
損
の
状
況
に

つ
い
て
問
う
。

　

583
件
の
７
千
900
万
円

程
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
へ
の
観
光
客
数

及
び
外
国
人
観
光
客
数

を
問
う
。

　

平
成
21
年
の
観
光
客

数
は
約
116
万
人
、
対
前

年
97
・
4
％
。
外
国
人
観
光

客
数
は
約
900
人
で
あ
る
。

　

学
校
教
育
と
し
て
の

食
育
の
成
果
は
。

　

食
育
の
柱
で
あ
る
食

事
の
重
要
性
や
心
身
の

健
康
等
を
身
に
付
け
さ
せ
つ

つ
あ
る
。

　

俵
山
公
民
館
指
定

管
理
後
の
評
価
は
。

　

経
費
的
に
も
、
ま
ち

づ
く
り
の
観
点
か
ら
も

一
定
の
成
果
を
収
め
て
い
る

と
思
う
。

　

民
生
児
童
委
員
の
活

動
上
の
問
題
点
は
。

　

活
動
内
容
が
多
岐
に

わ
た
り
、
活
動
範
囲
も

広
す
ぎ
る
地
区
も
あ
る
。

　

社
協
に
対
す
る
市
の

認
識
を
問
う
。

　

地
域
の
福
祉
づ
く

り
に
関
し
て
は
、
市
と

社
協
は
「
車
の
両
輪
」
で
あ

り
、
今
後
も
し
っ
か
り
連
携

を
図
っ
て
い
く
。

　

宗
頭
幼
稚
園
の
統
廃

合
の
状
況
は
。

　

　

市
内
唯
一
の
公
立
幼

稚
園
と
い
う
点
か
ら
当

面
は
廃
園
問
題
は
留
保
す
る
。

問問 答答答

問答問答問

答

問
決
算主な

質
疑

問答問答

問答

問答問答
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見
直
し
へ

改
正
議
案
を
賛
成
多
数
で
承
認

改
正
議
案
を
賛
成
多
数
で
承
認

施
設
使
用
料

施
設
使
用
料

施
設
使
用
料

施
設
使
用
料

施
設
使
用
料

施
設
使
用
料

施
設
使
用
料
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９月議会継続審査議案

平成 23 年 2 月 1 日 第22 号 　⑭

利
用
者
最
優
先
に

　

総
務
常
任
委
員
会
は
、
閉

会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
た
「
長
門
市
使
用
料
徴
収

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
案
に
関
し
11
月
17
日

に
再
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
議
案
は
合
併
時
か
ら

懸
案
と
な
っ
て
い
た
各
公
共

施
設
︵
公
民
館
や
体
育
館
な

ど
73
施
設
︶
の
使
用
料
の
平

準
化
、
適
正
化
を
目
的
と
す

る
条
例
改
正
で
す
。

　

９
月
定
例
会
以
後
、
当
委

員
会
は
該
当
施
設
関
係
の
所

管
で
あ
る
文
教
厚
生
常
任
委

員
会
と
の
合
同
協
議
会
な
ど

を
実
施
し
、
施
設
利
用
者
の

立
場
を
最
優
先
に
考
え
る
と

と
も
に
、
よ
り
よ
い
使
用
料

改
正
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね

審
査
し
ま
し
た
。

執
行
部
も
再
検
討

　

17
日
の
執
行
部
説
明
で
は

こ
れ
ま
で
の
協
議
、
委
員

か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
施
設

使
用
時
に
お
け
る
減
免
規

定
︵
社
会
教
育
施
設
、
体
育

施
設
と
も
に
80
％
減
免
︶
や

社
会
教
育
関
係
団
体
と
減
免

規
定
の
事
務
取
り
扱
い
基
準

を
今
後
確
立
す
る
こ
と
、
ま

た
、団
体
登
録
の
適
正
化
と
、

職員給与等を削減
公
的
補
助
を
受
け
て
い
る
団

体
の
名
簿
化
に
今
後
取
り
組

む
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
受
け
委
員
会
で
は

慎
重
な
審
査
の
結
果
、
平
成

23
年
４
月
よ
り
施
設
使
用
料

を
改
正
す
る
条
例
を
承
認
し

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
条
例

を
補
完
す
る
規
則
の
施
行
日

に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
負
担

の
な
か
っ
た
団
体
等
へ
の
周
知

と
理
解
、
登
録
団
体
等
の
申

請
の
適
正
化
、
基
準
の
確
立

な
ど
の
準
備
期
間
を
考
え
設

定
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が

委
員
か
ら
出
さ
れ
、
規
則
の

施
行
を
６
个
月
延
ば
し
平
成

23
年
10
月
と
し
、
利
用
団
体

等
へ
の
説
明
に
努
め
て
い
く
事

で
結
論
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
務
常
任
委
員
長
の
報
告

を
受
け
た
臨
時
会
本
会
議
で

も
賛
成
多
数
に
よ
り
承
認
さ

公民館が活動の場となる市民教室

　

第
４
回
臨
時
会
を
11
月
29
日
に
開
き
、
継
続
審
査
議

案
や
人
事
院
勧
告
に
よ
る
職
員
等
の
給
与
改
正
議
案
な

ど
２
議
案
を
審
議
し
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

れ
、
合
併
時
か
ら
懸
案
と

な
っ
て
い
た
各
公
共
施
設
利

用
時
に
支
払
う
使
用
料
の
平

準
化
、
適
正
化
に
一
定
の
方

向
性
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

反
対
討
論
︵
林
哲
也
議
員
︶

適
正
化
基
本
方
針

に
疑
問

　

こ
の
改
正
に
は
、
減
免

規
定
の
内
容
な
ど
一
定
の

配
慮
は
あ
る
が
、
公
共
施

設
︵
公
民
館
や
体
育
館
等
︶

は
多
く
の
市
民
に
利
用
さ

れ
て
こ
そ
目
的
が
達
成

さ
れ
る
も
の
で
、
行
政
の

役
割
は
市
民
が
施
設
利
用

に
関
し
積
極
的
に
利
用
で

き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
で
あ
り
、
こ
の
政
策
視

点
が
大
き
く
欠
落
し
て
い

る
。

《一般職　531 人（再用任用職員含む）》
　給料
　期末勤勉手当
　共済費

《市長等特別職　３人》
　期末手当
　共済費

《市議会議員　20 人》
　期末手当

▲204万円
▲4,361万円

▲755万円

▲37万円
▲5万円

▲120万円

　長門市一般職の職員給与に
関する条例等の一部を改正す
る条例により、削減される給
与等は次のとおりです。
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ご
み
出
し
を

障
害
者
が
搬
出

　

武
蔵
村
山
市
で
は
高
齢
者

世
帯
な
ど
に
障
害
者
を
派
遣

し
て
、
玄
関
先
か
ら
集
積
場

所
ま
で
家
庭
ご
み
を
運
ぶ
、

ご
み
出
し
支
援
事
業
に
つ
い

て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

高
齢
者
世
帯
の
家
庭
ご
み

の
搬
出
支
援
は
多
く
の
市
で

行
っ
て
い
ま
す
が
、
障
害
者

が
担
い
手
の
ケ
ー
ス
は
全
国

的
に
も
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
す
。

　

対
象
者
は
、
要
介
護
３
以

上
や
認
知
症
の
高
齢
者
や
障

害
者
と
な
っ
て
お
り
、
ご
み

出
し
支
援
と
併
せ
て
、
高
齢

者
の
安
否
確
認
も
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
い
る
と
の
事
で

し
た
。

　

本
市
で
も
高
齢
者
の
ご
み

出
し
支
援
事
業
は
あ
り
ま
す

が
、
先
進
地
の
事
例
を
学
ぶ

こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
検
討

を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
し
た
。

　文教厚生常任委員会 ( 岡﨑巧委員
長 ･ 先野正宏 ･ 今津一正 ･ 大草博輝・
重廣正美・田村哲郎 ･ 林哲也）は
11 月 8 日から 11 日の４日間、行政
視察を行いました。

健
康
運
動
教
室
で

医
療
費
の
削
減
を

　

福
島
県
伊
達
市
で
は
中
年

層
の
健
康
づ
く
り
と
し
て
、

元
気
に
年
を
と
る
、
健
康
で

楽
し
く
過
ご
す
、
寝
た
き
り

に
な
ら
な
い
な
ど
の
目
的
に

健
康
運
動
教
室
や
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
脳
の
健
康
教

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
筑
波
大
学
な
ど
と
連
携

し
て
先
端
的
な
健
康
増
進
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
医
療
費

や
介
護
費
の
削
減
を
目
指
し

た
施
策
で
す
。

　

私
た
ち
委
員
会
７
人
も
健

康
運
動
教
室
に
参
加
し
、
エ

ア
ロ
バ
イ
ク
に
乗
る
な
ど
し

て
実
際
に
体
験
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　
﹃
ビ
ー
ト
た
け
し
の
本
当

は
怖
い
家
庭
の
医
学
﹄
の
テ

レ
ビ
放
映
の
中
で
「
伊
達
市

の
健
康
運
動
教
室
に
よ
っ
て

参
加
者
の
筋
力
が
10
才
若

返
っ
た
。
ま
た
、
ま
ち
の
お

年
寄
り
が
元
気
に
な
っ
た
」

と
取
り
上
げ
ら
れ
て
か
ら
、

多
く
の
自
治
体
か
ら
視
察
に

来
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

本
市
で
も
健
康
運
動
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
伊

達
市
の
よ
う
に
お
年
寄
り
を

元
気
に
し
た
ま
ち
と
し
て
テ

レ
ビ
に
取
り
上
げ
て
も
ら
え

健康教室に参加

武蔵村山市での視察風景

る
よ
う
、
職
員
に
も
健
康
増

進
事
業
に
力
を
入
れ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

３
種
ワ
ク
チ
ン

全
額
助
成

　

栃
木
県
日
光
市
で
は
平
成

22
年
６
月
15
日
か
ら
、
子
宮

頸
が
ん
･
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接

種
を
全
額
助
成
で
実
施
し
て

お
り
、
全
国
的
に
珍
し
い

ケ
ー
ス
で
す
。
今
で
は
、
国

が
ワ
ク
チ
ン
に
対
す
る
一
部

助
成
を
決
め
た
た
め
、
多
く

の
自
治
体
で
全
額
助
成
を
始

め
て
い
ま
す
が
、
日
光
市
で

は
、
多
く
の
市
民
の
命
を
守

る
観
点
か
ら
、
市
長
が
率
先

し
て
こ
の
施
策
を
実
施
し
た

そ
う
で
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
に
つ
い
て

は
、
中
学
３
年
生
を
過
ぎ
て

も
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
特
例
措
置
も
あ

る
そ
う
で
す
。

　

本
市
で
も
国
の
予
算
措
置

が
あ
る
か
ら
予
算
を
取
る
の

で
は
な
く
、
市
民
の
た
め
に

必
要
な
も
の
は
、
自
ら
予
算

措
置
を
し
て
い
く
姿
勢
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。



長　門　市　議　会　だ　よ　り

　

昨
今
、
よ
そ
の
ま
ち
で
は
首

長
と
議
会
が
様
々
な
問
題
で
紛

糾
し
て
い
ま
す
。
議
会
の
あ
る

べ
き
姿
、
議
会
に
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
、
議
員
の
存
在

そ
の
も
の
を
否
定
す
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
私
自
身
、議
員
歴
16
年
に
な
り
ま
す
が
、

あ
ら
た
め
て
「
時
代
の
潮
流
」
を
感
じ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
も
議
会
改
革
は
待
っ
た
な
し
の

状
況
で
す
。
議
会
の
役
割
、
議
会
の
責
任
、
議
会
の

使
命
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
何

よ
り
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
市
民
の
皆
様

と
向
か
い
合
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

何
事
も
新
し
い
取
り
組
み
に
は
、
色
々
な
障
害
や

壁
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、20
人
の
力
を
合
わ
せ
て
、

「
こ
の
頃
、
議
会
が
変
わ
っ
た
ね
」
と
言
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。︵
大
草
︶

編
集

後
記

山口県長門市議会事務局　〒７５９－４１９２  山口県長門市東深川１３３９番地２　TEL 0837-23-1248（直通）FAX 0837-22-6353
ＨＰｱﾄﾞﾚｽ  http://www.city.nagato.yamaguchi.jp/~gikai/　ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  gikai.shomu@city.nagato.lg.jp
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議
会
だ
よ
り

　
　
　

特
別
委
員
会

－あなたと議会をむすぶ－

議会だより
２０１1 No.22
²⁄ ₁

委
員
長

　
副
委
員
長

　
委

員

林
　

哲

也

三

村

建

治

田

村

哲

郎

大

草

博

輝

先

野

正

宏

重

村

法

弘

今月の表紙

　

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
年
）、
朝
日

新
聞
の
連
載
「
新
人
国
記
・
山
口
編
」

の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
、
山
口
県
内
の

名
勝
や
旧
跡
地
等
を
描
い
た
作
品
の
う

ち
の
一
枚
で
す
。
通
地
区
で
昔
行
わ
れ

て
い
た
捕
鯨
の
様
子
を
描
い
て
い
ま
す
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
で
は
油
彩
や
素
描
を

中
心
に
作
品
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、

香
月
画
伯
の
画
業
は
実
に
多
彩
で
す
。

書
籍
・
雑
誌
の
表
紙
画
、
挿
絵
や
、
今

回
の
よ
う
な
新
聞
の
カ
ッ
ト
絵
な
ど
も

手
が
け
て
い
る
の
で
す
。香

月
泰
男
美
術
館

　

◆
２
月
２
日
〜
３
月
27
日
ま
で
展
示

日　　程 開 始 時 間 内　　　　容

2月25日 ㈮

  9 時 30 分

13 時 30 分

本 　 会 　 議

各 委 員 会

開会 ( 議会初日 )
議案の提案説明

一部議案質疑・委員会付託
現地審査

2月28日 ㈪
  9 時 30 分
13 時 30 分

総 務 常 任 委 員 会
経済建設常任委員会

付託議案の審査
付託議案の審査

3月 1日 ㈫ 13 時 30 分 文教厚生常任委員会 付託議案の審査

3月 2日 ㈬   9 時 30 分 本 　 会 　 議 一　般　質　問

3月 4日 ㈮   9 時 30 分 本 　 会 　 議 一　般　質　問

3月 7日 ㈪   9 時 30 分 本 　 会 　 議 一　般　質　問

3月 8日 ㈫

  9 時 30 分

13 時 30 分

本 　 会 　 議

総 務 常 任 委 員 会

一部議案の委員長報告
委員長報告に対する質疑

委員会付託議案の討論・採決
一部議案質疑・委員会付託

現地審査

3月 9日 ㈬   9 時 30 分
文教厚生常任委員会
経済建設常任委員会
総 務 常 任 委 員 会

現地審査
現地審査

付託議案の審査

3月10日 ㈭ 13 時 30 分 総 務 常 任 委 員 会 付託議案の審査

3月11日 ㈮   9 時 30 分 文教厚生常任委員会 付託議案の審査

3月14日 ㈪   9 時 30 分 文教厚生常任委員会 付託議案の審査

3月15日 ㈫   9 時 30 分 経済建設常任委員会 付託議案の審査

3月16日 ㈬   9 時 30 分 経済建設常任委員会 付託議案の審査

3月23日 ㈬   9 時 30 分 本 　 会 　 議

一部議案の委員長報告
委員長報告に対する質疑

委員会付託議案の討論・採決
閉会 ( 議会最終日 )

長門市議会3月定例会審議日程予定
　長門市議会の 3 月定例会は、次のように会期 27 日
間で予定しています。正式な日程は、2 月 21 日に開
催予定の議会運営委員会で決定されます。
　市民の皆さん、ぜひ傍聴にお越しください。

長門市議会議員研修会

講演を聞きに来んかね
　長門市議会では、「開かれた議会」の一環として、
市民の皆さんとともに考え、市政への住民参加を図
ることを目的に、今年で５回目となる公開研修会を
開催します。
　皆さんのお越しをお待ちしております。

日　時　２月４日（金）　午後３時から４時 45 分
場　所　物産観光センター２階会議室
講　師　坂本多旦さん（船方農場グループ代表）
演　題　農業経営の 6 次産業化
入場料　無料
お問い合わせ　長門市議会事務局　℡ 23-1248


